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〈算 数 科 共 通 研 究 主 題 〉

数 学 的 な考 え方 を育 て るた め の指 導 の工 夫
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5図 形の性 質を見い出 し確 かある活動を通 して,論 理 的な思考力を育て る指 導の工夫

(高 学年 皿分科会)20

〈概 要 〉

本年度 は,算 数教育の さ らなる充実 ・発展 を目指 して,教 育課程実施上の課題 となる内

容を取 り上 げ,児 童が個性を発揮 し,自 ら主体 的に活動す る授業の在 り方 を追究 した。 ま

た,新 しい学力観 に立 った授業の具現化を 目指 して,授 業研究を通 して研究 を進 あた。

本年度 は,従 来の領域別の分科会編成を改め,五 っの学年別分科会を編成 した。 各分科

会 においては,研 究の対象 とす る領域を絞 り,児 童 の発達段階 と各領域の課題 や特性 とに

配慮 しなが ら,「 数学的 な考え方を育て る指導 」にっいて,次 の視点か ら実践 を通 して研

究を進 めた。

○低学年分科会 ……… 「数 と計算」の領域 の学習 を通 した表現力の育成

○ 中学年分科会 ……… 「選択」を取 り入れ,主 体 的な学習意欲 ・態度 を育て る算数指導

○ 高学年1分 科会……比例の見方 を中心に した関数の考えを伸ばす指導

○高学年II分 科会……式の よさが分 か り進んで活用で きる能力 ・態度 の育成

○高学年 皿分科会……図形の性 質を見付 け確かめ る活動を通 した論理 的な思考力の育成
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[1自 分の考えを表現できる児童の育成を図る 「数 と計算」の指導

1主 題設定の理由

今 日の中心的教育課 題であ る 「生 きる力 」をは ぐくむための要件 の一っ として,「 自己表

現力」の育成を挙げ ることがで きる。

算数科 にお ける表現 とは何か。問題解決 のための考えや手順,結 果な どを表す方法 として

操作,絵 や図,言 語,記 号や式な どがあ る。 中で も式 は数量の関係を的確 に,簡 潔 にかっ一

般的 に表す ことがで きるす ぐれた表現方法で ある。

「数 と計算 」の学習で 自分の考えを式に表す場面 として は,① 問題場面 その ものを式 に表

す ②計算の仕方を式 に表すな どがあ る。今 までの指導を振 り返 ると,式 の扱 い方が計 算処

理 に偏 りが ちであ り,児 童の様 々な考えを伝え合 い,生 かすために取 り上 げ ることが少 なか

ったよ うに思われ る。計算方法を覚えて計算処理す ることを中心 と した指 導ではT解 決 の方

法を 自分で考 えた り,解 決の過程を表現 した りす る ことが十分 にで きない児童が多 くな るの

ではないか と考え た。

そ こで,低 学年 の時期 か ら段階的 に式や操作等,自 分 の考 えを表現で きるように指導す る

ことが大切 であ ると考え,こ の研究主題を設定 し,自 分 の考えを表現で きる児童の育成 を 目

指 した 「数 と計算」領域 の低学年での指導の在 り方 を探 る ことと した。

皿 研究のね らい

数学 的な表現力 を育成 す るための素地指導 と して,数 に対す る多様な見方がで きるよ うな

指導の在 り方及 び式の よみを重視 した計算指導の在 り方 を追究す る。

皿 研究の仮説

低学年 の時期 か ら,数 に対す る多様 な見方をす る活動 や式 をよむ活動を十分 に取 り入れて

指導す ることによ り,進 ん で数学的 な表現を活用 しよ うとする児童を育て ることがで きる。

IV研 究の内容

1数 に対 す る多様 な見方 について

低学年 の時期 に数を多様 にみ ることは,計 算の工夫 を した り,数 を拡張 して考えた りす る

上で大切で あ り,自 分の考 えを豊か に し,数 学的な表現 が活用で きるようにな ることと,大

き くかかわ って くるので はないか と考えた。

数 に対す る多様 な見方 は,数 の指導の場面で一っの数 を多様 にみ るだ けで な く,計 算場面

を通 して育成で きる もので ある と考え た。そ こで,低 学年の時期か ら育てた い数の見方 を下

のよ うに分類 し,指 導の系統性を探 り,指 導 の工夫 を図る ことに した。

○単位の い くっ分 としてみ る。

○数 を合成 ・分解 してみ る。

○ およその数でみ る。

○数の大小でみ る

○数 の順序でみ る。

○他の数 との関係でみ る。

○演 算の結果 としてみ る。

〇十進数 としてみ る。

2数 学的 な表現 にっいて

本研究で は,低 学年の 「数 と計算」領域 におけ る数学 的な表現を以下のよ うにとらえた。
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○ 操 作 活 動 によ る表 現 …教 具 に よ る表現(お は じき,ブ ロ ック,数 え棒,タ イ ル,積 み 木 等)

○絵や図による表現……半具体物の表記1こよる表現 〔撃賊

,ト麟 感 プ図〕

○ 言語 に よ る表現 … … …文 字 や言 語 に よ る表 現

○ 記号 ・式 に よ る表 現 …数 学 的 に記 号 化 した表 現(数 字,+,一,=,〈,〉 等 を 用 い た 式)

先に も述べた とお り,式 による表現 は この 中で も,よ り抽象的,一 般的な表現 とい うこと

がで きるが,低 学年 ではまず,操 作活動や絵,図 に表す活動 を十分 に行いなが ら,数 の概念

形成や計算の意 味理解 を図 って い くことが重要であ る。 そ して,そ れ らの表現 と式 とを結 び

付けて見てい くことで,式 の表す意味の理解 も深ま る。 また,式 か ら具体的な場 面をよんだ

り思考過程 をよん だ りす る式 をよむ活動を取 り入れてい くことで,式 の よさに気付 き,自 分

の考えを式に表現 してい くことにつなが ると考えた。

3指 導 の工夫

(1)既 習学習 を生 かす ことがで きるような指導計画 を作成す る。

第1学 年 の 「大 きな数 」の 学 習 にお い て,100を 少 し通 り越 し101,102,… と数 が連

続 して い く こ とを見 せ て い る よ うに,繰 り上 が り,繰 り下 が りの 計 算 の指 導 に お いて も少

し先 の 内容 まで 見 せ て お く指 導 を す る。(例:18-9・9,19-9・10,… な らば20-9も で きそ

うだ 。)そ れ に よ り,第2学 年 の 加 法 ・減 法 で は既 習 学 習 を生 か し,類 推 的思 考 を は た ら

か せ な が ら,発 展 的,拡 張 的 に数 を見 て 計 算方 法 を導 く学 習 計 画 を 立 て る こ とが で きる。

(2)数 に対 す る多 様 な見 方 が で き る よ うな 活 動 を取 り入 れ る。

〈例>1年 「20ま で の数 」 … 「18っ て どん な 数?」

18は 「10が1こ と1が8こ 」従 来 の 指 導 は こ こで終 わ って い るが,お は じきな どの操 作

活 動 と併 せて,20よ り2少 な い,9の2っ 分,10と5と3,6こ ず っ に分 け られ る… な ど

様 々な見 方,表 し方 が で き る よ うに して い く。

(3)問 題 場 面 を具 体 的 な操 作 や 図 な ど に表 す活 動 を多 く取 り入 れ る。

國 一魎1一

<例>1年 「ひ きざん 一1」 …問 題:風 船 が5こ あ りま した 。2個 割 れ て しま い ま した。

残 りは い くっ で し ょうか 。

絵 式
→ 一一ｺ

5-2=3

(4)式 を よむ 活 動 を多 く取 り入 れ る。

ア 式 の 中の 数 を 変 え て み る。

① お よ その 数 で み る。2年 「3桁 の 数 の た し算 」 … 「79+23」

答 え が100を 越 え るか ど うか を 問 う こ とで,加 数 や 被 加 数 を 見積 った り,計 算 しや

す い よ う に数 を 変 え て み る見方 を経 験 した り,式 で 表 した りす る こ とが で きる。

(見 積 り)*79→80,23→20と み る と,80+20=100…100に 近 い

*79→80,23→30と み る と,80+30=110…110よ りは 小 さい
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*79→70,23→20と み る と,70+20=90…90よ り大 き い

(計 算 の工 夫)*79→79,23→21と み る と,79+21=100…100に あ と2た す

*79→80,23→23と み る と,80+23=103…103か ら1減 らす

② 数 を 増 減 して み る。

〈例>1年 「繰 り上 が りの あ る た し算 」 や 「繰 り下が りの あ る ひ き 算 」

多 くの事 例 か ら帰 納 的 に計 算 に関 して 成 り立 つ性 質 を見 付 け,活 用 す る。

8+3… たす 数 が1増 え れ ば 答 え も1増 え る。 な らば8+2の 答 え よ り も1多 い。

13-9… 減 数,被 減 数 に同 じ数 を た して も答 えが 変 わ らな い,14-10と 答 え は同 じ。

③ 数 を 分 解 して み る。<例>2年 「2け た の た し算 」

数 値 に よ って,計 算 しや す い よ うに数 を分 解 して み る。

28+34… 加 数 を 分 解28+(2+32)=(28+2)+32

被 加 数 を 分 解(22+6)+34=22+(6+34)

両 方 を 分 解(20+8)+(30→-4)=(20+30)+(8+4)

イ 具 体 的 な 操 作 や 図 な ど と対 応 して式 を よむ 。

〈例>13-9

おはじき

などの

操 作

→

←

図

○∈一)→

000

一一ｺ

←

　鰯

4

一一・

式

t

10-9=1

1十3=4

・10-9+3=・4

ウ 式 か らそれ に対 応 す る具 体 場 面 を よ む。 … 問題 作 り

工 式 か ら思 考 過 程 を よむ 。

計 算 の しか た を 式 で 表 した り,式 で 表 され た もの を よん だ りす る。

<例>2年 「2け た の た し算 」

28+34…8+4=1228を20と8 ,34を30と4に 分 け る。

20+30=508と4を た して12,20と30を た して50,

12+50=6212と50を た して62。

V指 導事 例

1単 元 名 「3け た の数 の た し算 」(2年)

2本 時 の工 夫 点

「二 っ の数 を た して102に な る問 題(式)を 全部 考 え ま し ょう
。 」 と い う課題 に よ り

(1)式 の 中の 数 を 関 数 的 にみ て,加 数 や被 加 数 の変 化 の 規 則 性 を と らえ る こ とが で き る。

(2)式 を作 り出す の に様 々な 考 え(加 数 や被 加 数 を0か ら順 に変 化 させ る,加 法 の交 換 法

則,数 の 合 成 ・分 解 な ど)が 活 用 で き る。

(3)友 達 の 表 現 した 式 や 考 え方 に 興 味が もて る。

(4)数 の 見 方 や 式 の 表 現 を減 法 や乗 法 に発 展 ・活 用 で き る。

3本 時 の 展 開(6/7時)

(1)目 標 ・二 つ の 数 の和 が102に な る式 を 作 る活 動 を通 して ,い ろ い ろ な数 の 見 方 や
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加 法 計 算 の き ま りを 発 見 し,式 の よ さ を味 わ う。

(2)展 開

主 な 発 問 と 児 童 の 活 動

問

題

提

示

匹 題との関連 瑠 意点

T・(課 題)二 つ の 拠 た して102に な る式 を す べ て 考1★a+b=102と な る式 を

え ま しょ う。

式 を 作 りな が ら,そ の 途 中 で何 か気 付 い た こ とが あ っ

た らメ モ して お き ま し ょう。

C.工 夫 しな い と大 変 そ うだ 。

自C,1・2…1・2か ら 被 加 数

力

解

決

発

表

問

題

提

示

と

発

表

を1ず っ 減 ら し,加 数 の

規 則 を 考 え る 。

102ヨ ー□e102

1{}1-1-⊂]コ102

ioO十 口eio2

99一 ト[コelO2

98→ 一〔=]摩102

C2加 数 を1ず っ減 ら し,

、 きま りを発 見 しなが ら作

って い く。

*繰 り下 が りの あ るひ き算

被加数の規蹴 考える0

0十102=102

口 十 玉 ◎1=玉a2

Q十100=102

Q十99-102

口 →-98=102

の要素 もあ るが,変 化の

きまりか ら加数を見付 け

られ るように し,加 法計

算で確か める。

1★加数 と被加数の関係に早

く気付 き,加 数(ま たは

被 加数)を 入れて い くこ
ミ

1
とが で き る。

i学賠 鷲豊篤繋あ
C,+の 位 の和 を1。,一 の 位 の 和 が2Z、 な るよ うに 考1の よ い方 法 は な いか 聞 く。

え

7d+32,72+30,<080+22>82+2d,90+12,92+1。 … 隊 努∴ 籍 の
く

71+31,81+21,91+11,31+71,21+81,11+91… 「*途 中 で 作 業 を 止 め,そ れ

1潔 灘 聖欝 激 つ、、て支援する篤 畿 ζ1騰
T.ど ん な式 が で きたか,皆 で 調 べ て い きま しょ う。

T

発 表 しま しょ う。

C.た され る数(被 加 数)が1ず つ減 って い る。

C.た す 数(加 数)が1ず っ増 え て い る。

C.た す数(た され る数)を 横 に 見 る と,一 の位 は 同 じ

で十 の位 は10ず つ増 えて(減 って)い る。

T.一 の位 が繰 り上 が り十 の 位 も繰 り上 が る79+23-102

の よ うな た し算 は,他 に もあ ります か 。

c・56+46・57+45・48+54●"

T

t C.52+5,51+5,50↓52の よ う に 下 三 つ は,1回 で す 。

すべての式を挙げ る。

ここに並ん だすべての式を 見て何か気付 いた ことを[★ すべて式 を並べ たところ

(、+b-1。2の 式 を す べ て 提 示)iか ら,多 様 な拗 肪 や!

加法の きま りを発見す る

ことがで きる。

i

i★ 計算のタイプ別に印鮒

式を縦に見て全部が2回 観 がりのたし算で刺 宴醜1己 置に気付きや

1★ 数 の し くみ の お も しろ さ
… を 味 わ う

。

C・1・2+・ ・1・1・1・1・ ・+2・ ⑪・i・2・1・1・1・2・1・ ・ だ けi★ 式 に 表 財 る こ と で ・ い

が繰 り上が りな しです。 ろいうな数の見方がで き
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ま

と

め

C.ど の 式 もた され る数 の 一 の 位 が6だ と,た す 数 の 一

の 位 も6で す 。

T.ど う して で し ょう。

C.6と6を た す と12だ か らだ と思 い ます。

C.7の と き は,5に な ります 。

T.い ろ い ろな こ と に気 が 付 き ま した ね 。79+口 ・102の

よ うな口 の 数 を 探 す の は,ひ き算 の 問 題 で した が,ひ

き算 を しな くて もき ま りを見 付 けて ひ き算 の 答 え が 出

せ ま した。 次 は ひ き算 の計 算 方 法 も考 え て み ま しょ う。

る とい う式 の よ さを 味 わ

う。

*た し算 とひ き算の関係に

触れ,次 単元の指導への

動機付け とす る。

VI研 究 の成果 と今後 の課題

1研 究 の成果

(1)課 題 を工夫 し,答 えや考 え方が多様 にある問題を設定す る ことによ り,児 童が数 に親

しみを もち,工 夫 して数をみた り,進 んで式を よんだ りす る態度が育 って きた。

(2)多 様な表現方法,特 にお は じき等 の半具体物の操作を指導 に位 置付 ける ことによ り,

数学的な表現方法を知 り,低 学年な りに自分 の考 えを図や式な どに表現 し,問 題解決 に

活用 して考え ることがで きるようにな った。

2今 後の課題

(1)児 童一人一人が表現 した ものの評価の在 り方 にっいて,さ らに追究 してい く。

2]「 選択 」 を取 り入 れ た算 数指 導 の工 夫

1主 題設定 の理 由

中学年分科会8名 の学級 の児童 の実態を考えてみ ると,与 え られ た問題 に対 して は素直 に

取 り組 む反面,指 示 を待 つなどの依存心の強 い面 も見受け られる。 また,学 習内容が難 しく

な るにっれ学習 への関心 ・意 欲を もてず に,算 数嫌い にな って いる児童が いるとい う現状 に

あ る。

一方,こ れか らの教育 の中では,自 分で課題 を見付 け,自 ら学 び,自 ら考え,主 体 的に判

断 し,行 動 し,よ りよ く問題 を解決 す る能 力(「 生 きる力」)を 育成 す ることが 重視 されて

い る。 これ らの ことを踏 まえ,育 てたい児童像 を次の ように考えた。

○ 自 らが学 習の主体 者であ ることを 自覚 で きる児童

○ 自 ら課題を見付け,そ れを追究 し,解 決で きる児童

○ 自 ら課題解決のための方法 ・活動等を選択 し,学 習が進 め られ る児童

これ らの児童像を実現す るため には,一 人一人の児童 の学習 に対す る思いや願 いを生 か し,

児童が積極的 にかかわ ってい くことがで きる学 習活動 の工夫が求あ られ る。

そ こで私た ちは,児 童が 自 らを学習の主体者 と自覚 していけるよう,「 選択」を取 り入れ

た学習活動の創造 に焦点を当て た。 これ までの算数指導 の中で も,児 童が解決方法を 自分で
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決めた り,学 習用具を選んだ りして学 習す ることなどが取 り入れ られて きた。私たちは,そ

れ らも含 め,選 択が有効で ある場を追 究 し,さ らに選択の幅を拡 げたいと考えた。 そ こで,

研究主題 をrr選 択』を取 り入れた算数指導の工夫」 と設定 した。

II研 究 のね らい

児童が学習過程の中で 自己の意思決定 を行 う活動を実現す るために,次 のよ うに研究のね

らいを明確 に した。

○ 「選択 」を取 り入れた学習の型 を明 らかにす る

○ 「選択 」を取 り入れた具体的な学習場面 を追究す る

○授業 を通 して検証 し,「 選択」の有効性 と課題を明 らかにす る

皿 研究 の仮説

学習活動 に 「選択」を取 り入れ ることによ り,自 ら学ぶ意欲 と主体的な学 習態度 を育て る

ことがで きる。

N研 究の 内容

本研究で は,児 童 自 らが意思決定 して進 めてい く学習 をrr選 択 』を取 り入れ た学習 」と

とらえ,次 の よ うに分類 してみた。

(a)学 習過程の選択…児童が,興 味 ・関心や到達度の違 いに応 じて,学 習 の順序を選択す る。

　　 >1罵1撫 ∫
一碗表

(b)学 習課題の選択…児童が,見 通 しを もって学 習 したい ことを選択す る。

共 通 の 学 習 「選択」の学習

(調 べたい課題の グラフをか く)

〈
第

3

学

年
〉

〈

第

4

学

年

〉

〈表 と グ ラ フ 〉

・資 料 の 項 目別分 類(表 作 成)

・棒 グ ラ フの よ み方 ・か き方(目 盛 りの

取 り方,「 そ の他 」 の扱 い,か く手 順)

〈折 れ 線 グ ラ フ 〉

・資 料 の2観 点 か らの 分 類 ・整 理

・折 れ 線 グ ラ フの よ み方 ・か き方

(変 化 の 特 徴 の よ み,縦 軸 ・横 軸 の

目盛 りの 取 り方)

・目的 に 応 じた グラ フ選 択

→

〈課題例 〉

好 きな花 好 きなスポーツ

よ く見 るテ レビ番組 誕生 月

好 きな動物 兄弟の人数 など
→

1日 に使 う水の量 成長記録

気温の変化 ヘチマの伸 び方

クワガ タの食べ る量

欠席人数な ど

発

表

〈第4学 年 四角 形 〉 実 践 事 例 を 参 照

(c)学 習 用 具 ・学 習 材 の 選 択 学 習 課 題 を解 決 す る に 当た って,個 々の 必 要 に応 じて 学 習機

器(電 卓,パ ソ コ ン,VTRな ど)や 用具 や プ リ ン ト(ワ ー ク シー ト,ヒ ン トカー ドな ど)

を選 択 す る。

〈第3学 年 円 〉 単 元 の導 入 に お いて 身 近 な用 具(ひ も,針 金,画 び ょ う ,工 作 用 紙 な
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ど)を 選択 して 円を描 く。

(d)学 習形態の選択 …個 々に課題解決にあた る場面で,個 別 に学 習す るか,友 達 と話 し合 う

ことがで きるグル ープ学習をす るか,ま たは,教 師の支援 を受 けなが ら学習す るか を選択

す る。

(e)解 決方法の選択 …問題解決学習の検討後,類 題の解決 に際 して,自 分 のよい と思 った方

法を選択 する。

〈第3学 年 かけ算 の筆算 〉 〈第4学 年 面積 〉(複 合図形 の求積)

1枚32円 の工作用紙 を3枚 買 いま した。

代金 はい くらですか。

X32+32+32030x3+2x3032x3

V実 践事例

1単 元名 「四角形」(第4学 年)

2研 究主題 との関連

第3・4時 で は,課 題の選択を行 う。 ここで は,3種 類の四角形 を学習す る順序 を選ぶ

だけではない。一っ あるいは二っの四角形を時間をか けて学習 して もよい。 そ こで選択 し

なか った ものは,第6時 の学習や第10・11時 のま とあの段階 までに学 習する。

この ことによ り,自 分が選択 した課題を 自分 自身の 問題 と して とらえ,最 後 までや りぬ

こうとす る取 り組 み方 がで き,学 習 に対す る主体性 を伸 ばす ことがで きると考 えた。

3指 導計画

(第1時)い ろいろな四角形をか き,長 方形 ・正方形を基に,図 形を調べ る観点を まとあ る。

(第2時)長 方形,正 方形以外の四角形 にっいて弁別を し,「 平行四辺形 」 「台形 」 「ひ し

形 」の用語 ・定義を理解す る。

(第3・4時)本 時 児童の選択 による学習

◎ 第1時 で ま とあ た図 形 を調 べ る観 点 を 基 に して,平 行 四辺 形,台 形,ひ し形 につ い

て 学 習 す る。

(a)学習過 程 の選 択 …学 習 した い形 か ら順 に学 習 す る。

(b)学習課 題 の選 択 …学 習 した い こ とを 選 ん で学 習 カ ー ドに ま とめ る。(例)辺 の長 さ

・角 度 に っ い て の きま り,辺 と辺 ・角 と角 の 関係,形 探 し(身 の 回 りか ら),作 図

な ど

(c)学習 用 具 ・学 習 材 の選 択 …(例)作 図 の 手 順 を示 したVTR・ パ ソ コ ン,文 具 な ど

(d)学習 形 態 の 選 択 …(例)一 人 で の学 習,友 達 との学 習,先 生 との 学 習

(第5時)自 分 の 学 習 した こ とを 分 か りやす く発 表 す る。

(第6時)「 選 択 」

◎ 前 時 の発 表 を基 に,自 分 が 選 ん だ 四 角形 の学 習 の 続 きや,作 図 の や り直 し,四 角 形 相

互 の 関係 を調 べ る学 習 な どを す る。(第3・4時 に続 き,(b)・(c)・(d)の 選 択)

(e)解決 方 法 の 選 択 …調 べ 方,作 図 の 仕方 な どの 中か ら自分 が よ い と思 った方 法 を選 ん

で学 習 す る。
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(第7時)・ 平 行 四 辺 形,台 形,ひ し形 の性 質 ・作 図 の仕 方 を ま とめ る。

・¥1行 四 辺 形 ,台 形,ひ し形,正 方 形,長 方 形 の相 互 の 関 係 を 理 解 す る。

(第8・9時)対 角 線 の 定 義 を理 解 し,各 四角 形 の 対角 線 の性 質 を 調 べ た り,対 角線 を使 っ

て 各 四 角 形 の 作 図 を した りす る。

(第10・11時)「 選 択 」

◎学習 内容の習熟 を図 るとともに,既 習事項 を生か していろいろな問題を解 く。

・各 四角形別の性質 ・作図 に関す る問題 のプ リン トや,応 用問題の プ リン トの中か ら

選 び,学 習診断 カー ドに記録 しなが ら学習を進め る。

4本 時のね らい

・辺や角の相等 関係等四角形の性 質を見付 けた り,定 義に基づ いて作図 した りす ることが

で きる。

・自分で学 習 したい ことや学習の方法を選び,進 んで学習 に取 り組 む ことがで きる。

5本 時[3・4/11]の 展開

好きな形を選んで自分の力で学習 しよう

学習カー ド
の説明

自

力

角翠

決

・カー ドは 自分で 工夫 し

て 自由 に使 って よい。
・カー ドは何 枚使 って も

よい。
・友達 と一緒 に学 習 して

もよ い。

O 0

0

④

0

E-一

↑

↑

↑

まとめ

支 援 ◎個 々への対応

・学習が進んでいない児童

や課題への取 り組みが偏 って いる

児童 、調べる内容が不十分な児童
… ヒン トカー ドの活用 ・教科書や

VTR等 の利用の助言 ・個別指導
・よい進 あ方の児童…その考えを周

囲 に紹介 し相互啓発を図る。
◎各種 コーナーの設置→右図参照

◎学習 カー ドの内容

①学習す る形の名前

②その形の定義

③その形を印刷 した
紙を選 び、切 り抜
いて貼 る。

④ その形 の図や、気
が付いたことな ど

を 自由にか く。

⑤感想を書 く。
◎教室内 コーナー配置例

粕懸
口

こ ん な 形 が

か け る か な コーナー

(チャレンジコーナー)

口Cコ[エ]

日 口 日

VTR

コーナー

形を選ぼうコ十

第3時 か ら第6時 の学 習を通 して,平 行四辺形,台 形,ひ し形の性質が分 か り,作 図で

きるよ う指導す る。

① 辺や角等の構成要素にかかわ る性質 と作図の仕方 について理解が不十分 な児童には,

VTRや パ ソコ ン等の活用を勧 めた りヒン トカー ドを用 いた りして個別指導 をす る。

② 一 つの図形 につ いての学 習が終 わ った ら,同 様の観 点 ・方法で次の図形の学習をす る

よ う助言す る。

9



6学 習 カ ー ド例

垢 4の 4の

乎行 四辺 形
向灯い合,蔦つ紬 辺力孕行な9角

箔 乾.剰 看酉辺鼎 といい窪曳 [亜 β鰍 伽圃.
∠〔 の辺 の馬 之が ご'九じ締 い1

[〔1∠7[　 /
尋特 田辺 形 の毛亀方

① きず.賦 一穂 泉Uく

① 乏の撒 に三角定ぎ セム恥 こと

》 繍
織 にムめ仁t三 角定 ぎき

もうり の二角毫ぞごあhしなガ弓

亀肋 些 魍 壁 椥 ・ ㌧ うの三角定☆
納 的 が5もM"も しZ迫練 若もすぺは1判ラ8酬 が・・蝋

=幽 行四尊並 堕 かいb・爬 の散 と扇の凝

降◇◇]
vし 』知m竃 壁 ア

あし・(糟6蜘(栂 つ仙 〕?3ケ 鋤

上 の ひ し 勘 芝 書wた6時.

=]ン,℃ ◎zの ひ うH・'て る

武 き さ(3,sこ 鵜)

ヒ4辺 ヒ 、→d、 マ 、、

脳 漏 ・・…3鞘 隆

(⊃ ン!CJ.Kヨ6顧 ～6`亀}}癬
髄 ㊦ 製◎◎ 遜〕⑦ と⑦倉ヒo

t直鯵でつ轡と踏 ＼
〉

け り

蛮..幽 鮎]
クヒ力遡 三 角殉に亡、=.6

識 、睦・
籔

じ醐4つ の砂 隅brだ餐1 ロ

鳥聡 とβ鯉 ・・躁1

参リ ニヒ翅 三餓k

慶藪甥 滞 締b
7児 童の感想か ら

ほ「くば じ 粥1弘 ぎわ 竜也7ま とあ キ9 ,

弛 のW'い へ 人だ ㍉たけ 冷'くU

た のしり、 こ。一,
6ふ 沃1只 、ら(ぐ・てや 喜の ゆ ぱト・めてだ 、。たの

で・為 ギ卵 しか。穴 ドてら毛 しらへ'マ や4て 習 δ

℃ たくnし・う1儲(の マ_も て そ7し ・う(Dち 嬬

乙 つ写τこい が と'あ'{っプて。

自ハ て硲 二 叛 墾 や りた い∫「 物 セ ヤワたt、

∫〆』 とb・z'.や 、}た 二い モ の ゐ"白 由Lこz`'き ・て 、

ぎ わ'った て・す

これ か ら.3学 き と づ・も.こ う・占 毛

を(自 由学 習)'り た い で す,そ 。と.一一
VI成 果 と今 後の課題

1研 究の成果

学 習の中に 「選択 」を取 り入れて い くことによ り,児 童 は自 らの学 習に対 す る意思決定

に基づ き,学 習へのかかわ りを意識 して問題解 決に主体的に取 り組 むよ うにな って きた。

また,一 人一人の学習 に独 自性が生 まれ,教 師の側か らは児童の学習 の様子 を細か く観

察す ることがで き,児 童の理解を深め ることがで きた。

2今 後 の課題

「選択 」を取 り入れ た学習を行 うに当た って,単 元の基礎 ・基本 となる学習 内容 につ い

て,さ らに見直 して い く必要があ る。 また,中 学年での実践を基に,低 学年 ・高学年での

実証 に も今後 それぞれの立場で取 り組んでい きたい。

一10一
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[3]「 比例の見方を中心に して,関 数の考えを伸ばす指導の工夫」一
(1}一 方 が1ず つ増 え る と,も う一 方 も同 じ数ず っ増 え て い くだ ろ うか 。

(2)一 方 が2倍,3倍 … に な る と,も う一 方 も2倍,3倍 … に な るだ ろ うか 。

1主 題設 定の理 由

小学校 における 「関数 」にかかわ る指導 は4数 と計 算""量 と測定n"図 形Nの 各領域 の

学 習に も生 きて働 き,し か も中学校で"関 数"を 学ぶ ための基礎 に当たる学習が構成 され る

よ う,「 関数の考 え」を伸ばす ことが主要なね らいである。

しか し,今 までの授業を振 り返 ってみ ると,指 導者が問題 ごとに何人かの児童の うまい考

え方 を取 り上 げ,そ の問題が解決で きた と して いる ことが多 い。 きま りを見付け られなか っ

た児童には,依 然 として どう してそのよ うな きま りを見付 ける手がか りを得 ることがで きた

のかが分か らないままで いるので はないか と思われ る。

問題解決能力 を育て るため には,4何 か関係が ないか""関 係が あるとすれば"と 児童が

とらえる ときの,関 係 にっ いての見方を育てて い くことが必要であ る。人は事象を数理的 に

考察 するに当たり 「Aを 順 に増や してい った ら,Bも 同 じずっ増 え るだろ う」 とかrAが2

倍 にな って いるか ら,Bも2倍 にな って い るだ ろ う」,あ るいは 「2倍 にな っていないのは

なぜ だろ う」 とい う観点に立つ ことが多い。 日常事象を処理す る場合 において も,表 面上 は

比例す ることが明示 されな くて も,一 定量ずっ変化す る関係が しば しば用い られている。

こ うした見方を"手 がか りnと して,様 々な事象を考察す ることによって,そ れ らの事象

における数量関係をよ りよ く把握 で き,さ らに問題解決の場面な どで活用 で きるよ うになる

と考え た。

そこで,ヂ ー方が1増 える と,も う一方 はきまった数ずつ増 えてい くだろ うか」,r一 方

が2倍,3倍 … とな ると,も う一方 も2倍,3倍 … とな るだろ うか」 と変化を とらえよ うと

す る見方をu比 例の見方"と し,「 比例 の見方を中心 に して,関 数の考えを伸 ばす指導の工

夫 」という研 究主題を設定 して研究 を進 めて い くことに した。

皿 研究のね らい

1「 比例の見方3と ギ関数 の考え 」との関係を明確にす る。

2比 例の見方 を中心 に した系統的 な指導の在 り方 について提案 す る。

3比 例の見方 を申心 に して,関 数の考えを伸ばす ことので きる問題 の開発や指導計画の工

夫 をす る。

皿 研究 の仮説

身の回 りの伴 って変わ る事象を取 り上げて,比 例の見方 を中心 に した指導を系統的に行 え

ば,児 童 は自 ら関数関係を見いだ し,そ れを用 いて問題解決す る能力や態度 が育っ。
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IV研 究の内容

1比 例の見方の背景 とな る関数の考 えを育 てる場面

第3学 年 まで にも,関 数の考えの基礎 となる経験 を豊か にす る場 面がい くっ もあ る。 そ

の 中で,比 例の見方にっなが ると思われ る場面 は以下の通 りであ る。

・第1学 年 …1対1の 対応 によって個数を比 べ る。一 つの数を他の数 と関連付け,和 や差

と してみ る。 た し算 カー ドの分類整理 の時,加 数が1ず つ増え ると和が どう変

わ るか考え る。

・第2学 年 …乗法九九の構成で,乗 数が1増 え ると積 はど う変わ るか考え る。九九表の き

ま りの考察の 時,一 っの積を他の段 の積 と関連付 けて考え る。

・第3学 年 …乗数が1増 減す る と,答 えが被乗数分だけ増減す るきま りを見付 ける。除数

を一定 に して,被 除数 を1ず つ増や してい くと,あ ま りが1ず っ増えて い くと

い うきま りを見付 け る。(除 数 〉あまり の範 囲で)大 きな数の学習で,整 数

を10倍,100倍 した り,10で 割 った りして大 きな数 の表 し方 を理解す る。

2比 例の見方を中心にす ることによ って伸 びる関数の考え

・順序 よ く変化 させ ることにより,き ま りを見付 け出す力が伸 び る。

・変化や対応の特徴が明 らか にな ることで,問 題解決の仕方を発見 してい く力が伸び る。

・きま りを見付 けて い く経験 を積む ことにより,依 存 関係 を見抜 く力が伸びてい く。

3関 数 の考え を伸 ばす事象の取 り上げ方

「伴 って変 わ る二つの事象の関係 」の 内容を学習 す る際に,次 の四つの立場で事象を取

り上げ る必要 があ ると考え た。

①前提に してい るきま りを確認す る場合 …例(買 い物の個数)と(代 金)

②論理的 にきま りが容易 に導 かれ る場合 …例(正 方形の 一辺 の長 さ)と

(ま わ りの長 さ)

③帰納的 にきまりを発見す る場合 …例 正方形を段状 に並べた ときの

(段 数)と(ま わ りの長 さ)

④実験や観察な どを通 して きまりを考 える場合 …例(ば ねの長 さ)と(お もりの重 さ)

これ ら四つを第4学 年～第6学 年の"数 量 関係"の 学習過程の中で位置付 ける ことに した。

4「 比例の見方を 中心 に して,関 数の考 えを伸 ばす 」系統的な指 導の提案

・第4学 年… 「比例」 は,第6学 年で指 導 され る内容 にな ってい るが,実 際には上記 のよ

うに比例の見方を背景 と して,低 学年 か ら比例す る事象が数多 く扱 われてい る。

これ らの事象 も含 めて,様 々な事象の数量 の関係 を考察す る際の手がか りとす

るために,第4学 年の 「伴 って変わ る二 っの数量 の関係 」の学習の導入で は比

例 する事象 を取 り上 げ,比 例の見方を意識化 させ ることが大切であ ると考えた。

その際,上 記 の① と② と③の事象を提示す る。

・第5学 年…上 記の④ の事象 を提 示 し,比 例の見方を生か して未知 の事象の関係 を とらえ

問題 を解決 す る。

・第6学 年…伴 って変わ る二 つの数量 を多様 に想起 させ,そ れ らを比例 の見方を 中心 に し

て分類整理 す る学 習を構成 し,「 比例の考え 」の概念 を獲得 して い く。
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次 に,系 統 的 な指 導 の 在 り方 にっ い て,具 体 的 に示 す 。

提 案 指 導 内 容 重視する学習活動1実 践 例

〈A×B=Cの 事 象 か ら 〉 比例の見方 を意識 して関 r変 わ り方 調 べ 』

第 学 習 指導 要 領D(1)ア 「簡 数関係を表現する学習活動 「封筒か ら長方

単 な場 合 につ いて … 」 の記 ①依存関係に着 目す る。
＼ 形の便せんを図

4 述 に 関 し,A×B=Cの 事 ②表 に表 し,変 化 と対応を 3cmの よ う に引 き出

象を導入で取 り上 げ,比 例 と らえ る。(見 方 の 強 調)

ノ す と・面積が ど
学 の見方を意識 して,二 つの ③口や○の式で表す。 ㌧ ノ のよ うに変わ る

数量の関係を表 した り調 べ ④ グ ラ フ に表 す 。 一 9。 で し ょ う 。J

年 たりす る。 その調 べ方 を基 ⑤事象 ごとの変わ り方の違 ・調 べ方 に つ いて 検 討 す る。

に他の事象を調べ る。 いを比較す る。 ・変 化 の きま りを ま とめ る。

〈実験 ・観察の取 り入れ 〉 実験や観察な どを通 して 『伴 って 変 わ る二 っの 数 量 』

第 学習指導要領5年Dr… 比例 の見方で推論す る活動 「ばね の 長 さ
● ・

5

見方 や調べ方 についての理

解 を深 ある」を受け,現 行

①依存関係を見抜 く。

②変化 を予想 し比例の見方 :t:
。 と お も り の

.'重 さ の 関 係
L

の文字 と式の学習 と合わせ を生 か して関係を捉え る。 Y:を 調べてみ

学 て,単 元 を設 定 。 そ こで は, ③得 られたデータについて
1}ま し ょ う

。 」・

年

実験や観 察などを通 して,

比例の見方 を用 いて推測 し,

表,式,グ ラ フを 使 って

考 察,処 理 す る。 1/撃
比例関係 を想定 して,事 象 ④比例関係を前提に必要な (5指 導事例参照)

の考察や問題解決等を行 う。 数量の大 きさを予想す る。

<比 例 」 と 「反 比 例 」 を 関数を分類整理す ること

一

r比 例 ・反 比 例 』

統合 〉 か ら比例関係(比 例及 び反 単元の指導計画(20時 間扱い)

学 習指導 要領6年D(2) 比例)と い う概念 を獲得 さ (1)伴 って 変 わ る二 っ の 数 量 関

「…関係 を考察す る能力を せる学習活動 係の素材捜 し(2時 間)

伸 ば す 。 ア 比 例 の意 味 … 」① 数量間の関係 の有無及 (2)増加 関数 調 べ(3時 間)

第 を受 け 「比 例 」 と 「反比 例 」 び関係の特徴などについ (3)比例 の意 味理 解(3時 間)

の学 習 を 統 合 し,さ らに二 ての調べ方 (4)増加関数の分類整理 と減少

6 っの変量の関係を総合 的に ・表 ,式,グ ラ フ の 考 察 関数の学 習計画(2時 間)

判断す る力を高め るたあ比 ・表 ,式,グ ラ フ の 関 連 (5)減少 関 数調 べ(2時 間)

学 例 ・反比例で はない関係 も ② 比例が基本的な関係 と (6)反比 例 の 意 味 理 解(2時 間)

考 察 対 象 に入 れ る。 そ して, いえ る ことの考察 (7)反比例の まとφ と減少関数

年 身の回 りの事象 についての ・比例 と反比例の関連 や の分類整理(1時 間)

伴 って変わ る関係調 べを通 比例 と一次関数の関連等, (8)伴 って 変 わ る二 っ の数 量 の

して既習事項を整理 し,関 関係 同士の関連付けを図 関係の考察(正 時間)

係 の調べ方 をまとめ ると共 り,統 合 して い く学 習。 (9)比例 関 係 の 活 用(2時 間)

に比例の見方を中心 に して, (1①ま とめ と習 熟(2時 間)

特徴 的な関係 をまとめ る。
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5指 導 事 例 〈単 元 名 〉 「と もな って変 わ る二 っ の 数 量 」(5年)

(1)本 時 の 目標 ・ ば ね の 長 さ とお も りの長 さの 関 係 にっ い て,伸 び たば ね の 長 さ と

お も りの 重 さ に着 目 し,比 例 関 係 を 見 い だ す こ とが で きる。

(2)展 開

問

題

把

握

解

決

の

見

通

し

解

決

の

実

行

主 な 発 問 ・ 学 習 活 動

T.ば ね に お も りを っ け ます 。 何 と何 が伴 って 変 わ るか,

よ く観 察 しま し ょ う。

C.ば ね の 長 さ とお も りの 重 さ。

は ねの 長 さ とお も りの 重 さの 関 係 を 調 べ て み ま し ょ う。

T.ば ね の長 さ は どの よ うに変 わ る と予 想 します か。

C.お も りを1個 ず っ 増 や す と,ば ね の 長 さは長 くな る。

C.お も りを1個 ず っ増 やす と,ば ね の 長 さは 同 じだ け長

くな る。

C.お も りの 数 を2倍,3倍 にす る と,ば ね の 長 さ も2倍,

3倍 に な る。

T.グ ル ー プ ご と に 実 験 を し ま し ょ う 。,

C.お も り を1個 ず っ 増 や す と

ば ね の 長 さ は1.2cm～1.4cmば ねの長 さ(cm113.2.SIS.7.。.119.7

ず つ 長 く な っ た 。 ●.,4i.6'

C.き っ と 全 部 同 じ 長 さ ず っ 長 く な る だ ろ う か ら,実 験 を

や り直 して み よ う。

(や り直 して 表 を 修 正 す る)

C.ば ね の 長 さ は,1.3cmず っ 長 く

な る と考 え る こ とが で き る。

C.お もりの 数 が2倍,3倍 に な っ

た と き,ば ね の 長 さが2倍,3倍

に な らな い の が 不 思 議 だ な 。

x3×2

1
お も りのk't(●1 0 i 2 3 4 5

ばね の長 さ1㎝} 3.2 /.5 S.8 7.1 8.4 9.7

伸びた長さ(㎝) 0 i.3 z.a 3.9 5.2 6.5

X2

x4x5C.お も りの 数 が2

倍,3倍 に な った

と きの,ば ね の伸

び た長 さを 調 べ て
x3 ×4×5み よ う

。

C.ば ねの伸びた長 さとお もりの数 の関係 を式 に表せそ う

だ。

評 価 ・手 立 て ・留 意点

⑧ 依存 関係 に気付 くよ う

にす る。

⑰ ばねの長 さ とお もりの

重 さに依存関係が あ り

そ うだ と着 目す る こと

がで きたか。

㊥ お もりが増 えてい くと

きのばねの長 さの変化

を予想す ることがで き

たか。

⑧ 比例の見方を基に して,

ばねの長 さを予想 しな

が ら実験す るように助

言す る。

㊥ 目の高 さなどで,誤 差

がで ることを知 らせ る。

㊥1.3cmは どん な長 さな

のか考え るよう助言 し

ばねの伸 びた長 さに着

目させ る。

㊥ 前時で学習 した水の深

さ と水 を入れ た時間の

表 を見せ,違 いはどこ

か考えさせ る。

㊥ ばねの伸 びた長 さとお

もりの数の関係 を式 に

表せ ないか考え るよう

助言す る。

⑰ 変化や対応の きま りに

気 付 く こ とが で きた

か。
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T.気 付 いた こ とを 発 表 して も らい ます 。

C.お も りが1個 増 え る とば ね の長 さ はだ いた い1.3c皿 ず

っ 増 え て い る。

C.ば ね の 伸 び た 長 さ とお も り の 数 の 関 係 を 調 べ て み た

ら,お もりの 数 が2倍,3倍 に な る と,ば ね の伸 び た長

さ も2倍,3倍 に な る こ とが 分 か りま した 。

C.ば ね の 伸 び た 長 さ とお も りの 数 の 関 係 を 式 に表 す と,

1.3×xニyに な りま した。

T,今 日学 習 した こ とを使 って,ど ん な こ とが で き るか な。

C.ば ね の伸 び た長 さに お も りを 付 けて いな い と きの ばね

の 長 さの3.2c皿 を足 せ ば分 か る と思 い ます。

C.お も りを付 けて み な くて も,お もりを付 け た ときの ば

ね の 長 さが 分 か る と思 い ます 。

⑰ 変化 や対応の きま りが

理解 で きたか。

㊥ 比 例 の 見 方 を 基 に し

て,ば ねの長 さを予想

で き ることに気付 くよ

うにす る。

V研 究の成果 と課題

① 第5学 年 の実践で,実 験や観察を取 り入れた学習活動を通 して,児 童が 自ら依存 関係 に

気付 き,比 例の見方 を手がか りに して,関 数関係 を捉え ることがで きるよ うにな って きた。

② 第6学 年 の実践で,伴 って変わ る二量 の関係 を分類整理す ることを通 して,関 係 の調べ

方 を身に付 け,関 数の構造を大局的 に捉え ることがで きた。

③ 「関数 の考え 」の よさを味わ うことがで きる事象を さ らに開発す る必要があ る。

[4]式 のよさに気付 き活用できる児童の育成

1主 題設定 の理 由

式 は,こ とが らや関係を一般化 し,患 考 の過程 を簡潔 に明確 に表 す ものであ る。 また,式

には 「思考の筋道を たどる」 「新 しい数量 の関係を導 く」な ど,重 要なはた らきが あ る。児

童 に論理 的な思考力や表現力を育て,発 展 的に物事を考え る力 をっけ るためには,式 指導を

重視す ることが極めて重要であ ると考え る。

ところが,児 童の実態を調査す ると,式 が ことが らや関係 ・思考の過程 を表す もの とい う

よ りは,答 えを 出すための もの とい う意識が強 い傾向が見 られた。 これは,式 の もっ意味を

考え た り,式 を ことばやモヂル と鰐応 させて よんだ りす る経 験が不 足 してい ることが,原 因

で あると考え られ る。

そこで,本 分科会では,式 ・操作 ・場面 を関連付けなが ら,式 をよんだ り,式 で表 した り

す る活動を重視 して・式 のよさを感 じ取れ るように したい と考え た。 また,式 の よさを理解

すれば,問 題解 決の過程で式 を有効 に使え るようになる と考え,研 究主題を 「式の よさに気

付 き,活 用で きる児童 の育成 」 と設定 した。

皿 研究のね らい

1式 のよ さに気付 くよ うにす る場面について明 らか にす る。

2式 のよ さが分 か り,進 んで活用で きるよ うにす るための学習の流れを明 らか にす る。
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皿1研 究 の仮 説

式 で 表 した り,式 を よ ん だ りす る活 動 を重 視 し,式 の よ さに気 付 くよ うにす る指 導 を工 夫

す る こ と に よ り,進 ん で 式 を活 用 で きる児 童 の 育 成 が 図 られ る。

IV研 究 の 内 容

1式 の よ さ にっ い て

式 は,数 学 で 決 ま った記 号 を,決 ま った約 束 に従 って結 合 した もの で あ り,数 量 の 関係

を的 確 に,ま た 簡 潔 に か つ 一 般 的 に表 す ことが で き るす ぐれ た表 現 方 法 で あ る。 この よ う

な こ とを 踏 まえ,本 分 科 会 で は,式 の よ さ にっ い て以 下 の よ うに と らえ た 。

(1)こ とが らや 関 係 を簡 潔 ・明確 に表 した り,よ ん だ りで きる よ さ。

(2)こ とが らや 関 係 を 一般 化 して表 した り,よ ん だ りで き るよ さ。

(3)こ とが らや 関 係 を統 合 し,発 展 的 に考 え られ るよ さ。

(4)思 考 の 過 程 を 簡潔 ・明確 に 表 した り,よ ん だ りで き るよ さ。

(5)形 式 的 に処 理 で き るよ さ。

2式 の よ さが 分 か り,進 ん で 活 用 で きる よ うにす る学 習 の流 れ

本分科会で は,モ デルや操 作 と結 び付 けなが ら

式で 表 した り,式 を よんだ りす る活 動や,式 を変

形 してよ りよい式へ と集約 してい く活動 などを通

して,式 の よさに気付 くことがで きると考 えた。

これ らの活動を多 く取 り入れ ることによ って,式

のよさに気付 くことので きる学習の流れ を,下 の

表にま とめた。

また,式 を活用す る ことを 「式のよ さを理解 し,

問題 解決 の過程で式 を有効 に使 うこと」 と考えた。

式を活用 しよ うとす る態度 は,式 で表 した り,式

をよんだ りす る活動 を積み重ね なが ら,繰 り返 し

式のよ さに触れ るこ とによ り身 に付 くと考 え,式

を活用 す る態度が育 って い く構造を,右 の図のよ

うにま とめた。

i鍛 笏須拗 多

国
図

ノ

(、ま
とめ
る

〔

)

学 習 活 動 の 流 れ

匝 壷 垂]・ 轍 の見通しをもつ
b(式 の活用の見通 し ・式の演算決定)

画 *各 自が式で表現 思考過程

*式 を モデル ・操作 と関連付 けて説明

↓*自 分の式のよい ところの表現

簡潔 ・明確 思考過程

指 導 の 工 夫

○ 多様 な解決がで き,式 のよ

さが表れ る問題の工夫

0モ デル と式を結び付けて考

え られ るような支援の工夫

(具 体物,半 具体物,絵,図,

数直線,グ ラフ,表 な ど)
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画

b[式 の理解]・多様な鰍 方法の発表

b

b

b

b

思考過程

難環窺
*式 と他の表現方法 の比較

簡潔 ・明確

國 ・多様な轍 方法の上ヒ較
・式 の 相 違 点 の発 見,説 明

・式 の 共 通点 の発 見 ,説 明

医 璽!]・ 多様な鰍 方法臓 す式の勲
・式 の 変 形 によ って 式 を ま とあ る。

形式 的処 理 簡 潔 ・明 確

・集 約 した式 を 公 式 ・こ とば の 式 に

す る。 一 般 化

・式 の 表 す 関 係 を 統 合 的 に と らえ る。

統 合 ・発 展

匡 亘]・ 轄 の振り返り
・感想 ・自己評 価(式 の よ さへ の 気付 き)

○ 式 に着 目 し,自 分 の 式 の よ

い と ころ を考 え られ る よ う

な ワー ク シー トの工 夫

○練 り上げの場 面における,

式の理解→比較→ 集約 とい

う段階の位置付け

○式の比較や集約を しやす い

板書の工夫

0式 の よさに対す る理解の評

価

……式の よさ

V指 導事例

1単 元名 「四角形 と三 角形 の面積 」(5年)

2本 時の目標

・ 式 に着 目 して考え方を一般 化 し,三 角形の求積公式を考え るこ とがで きる。

3前 時の学習内容(10/13)… 問題把握,自 力解決

課題 三角形の面積を求め る方法 を考え る。

児童 の反応例(既 習の求積公式を活用で きるように図形 を変形 し,面 積を求め る式に

表す。)

もとの三角形 〈平行 四辺形の求積公式を活用>

C1.C2.」 一曹
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10×8=2
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<長 方形 の求積公式 を活用>

C3...C4.・/

8

CID

<10
c皿/

8x10=2

<台 形の求積公式を活用>

C6.4cm

8cm

〆

「

㎝6＼

/

m
、ぐ

＼

C5.

4

Cm

C7.

10cm

4x10

8cm

(4+6)x8=2

2cm

8cm

C2+8)X8=2

4本 時 の 展 開(11/13)… 練 り上 げ,ま とめ

5cm

8×5

8

cm

式

の

理

解

式

の

比

較

主 な 発 問 と 学 習 活 動 の 流 れ

Tど んな方法 で三 角形 の面積 を求めたか,発 表 し

ま しょう。 思考過 程

[C1～C7説 明用の図を使 い式 を説 明す る。〕

T

C

C

C

C

C

C

T

式 を比べて,気 付 いた ことはあ りませんか。

かけ算の順番 をかえれば同 じにな るものがある。

10が 入 って い る式 が 多 い

C6とC7の か っ この 中 も10に な る。

8が 入 って い る式 も多 い。

÷2が 入 って い る式 も多 い。

全部 の式 が 同 じ式 に な りそ うだ。

多 くの 式 の 中 に あ った,10や8は,

どの部 分 の長 さに な ります か 。

も との 三

角形で は,

Cも との三 角形 の下の辺 の長 さです。

Cも との三角形の上の頂点か ら下 の辺 に

垂直 にひいた線の長 さです。

TCI～C7の 式 を も との 三 角 形 の 長 さ に 目を 付 け

て,同 じ式 に直 しま し ょ う。

[Cも との 三 角 形 の10cmや8cmに 着 目 し,同 じ

式 に表 して い く。]

C2とC410×4=4×10

指 導 の 工 夫

○ モデルと対応 させて式を説明

で きるよ うにす るため に,説

明に使われ た辺や高 さの上 に

線 を引 く

○式の共通 点が分か り易いよ う

に板書を工夫す る。

○式の数値が,も との三角形の

どの部 分の長さにな って いる

かを,モ デル と対応 させ なが

ら確認す る。

0式 に着 目 して 考 え られ るよ う

な ワー ク シー トを 工 夫 す る。
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C1とC310×8÷2e8×10÷21

C2とC4の 高 さ4Cmは8cmの 半 分 だ か ら

式 10x4=10x8=2

C5の 下 の 辺5cmは10cmの 半 分 だ か ら

の 8x5=8x10=2=10x8=2

C6(4十6)x8=2=10x8=2

集 C7(2十8)x8=2=10x8=2

形式的処理

約 Tで きた式を発表 しま しょう。 ○式の理解 を深め るため,式 を

[Cど の 式 も,10×8÷2に 表 され た こ とを 発 変形で きた理 由を発表 し合 う

表 す る。] 場面 を設定す る。

Tで は,ど んな三角形で も面積を求め られ るよ う

にす る に は,ど う した らよ いで し ょ うか。

C公 式 にすればいいです。

T三 角形の一辺 をr底 辺 』,底 辺か ら向か い合 う

頂点 に垂直 に引いた線 の長 さをr高 さ』 と言 いま ○みんなで公式にま とめる場面

す。三角形の面積 を求 め る公式を作 りま しょう。 を設定す る。

cr底 辺 ×高 さ÷2』 で す 。 一 般 化

T学 習の感想 を書 きま しょう。 ○感想 によって,式 の理解 に対

ま Cど の 式 も,10×8÷2と い う一 っ の式 に ま と す る評価をす る。

と め られ た。

め c蕊 璽蒲 繋1煙 撃欝 る公式は1

統合 ・発展

IV研 究の成果 と今後の課題

1研 究の成 果

(1}モ デルや操作 と対応 させて式に表す活動を重視 した ことによ り,式 に表す ことが困難

に感 じて いた児童 も,式 に表す ことがで きた。 また,モ デルや操作 と対応 させて式を よ

む活動 を重視 したことにより,友 達 の考えが理解 された とともに,式 を比較す ることが

容易 になった。

② 多様 に表 された式を比較 し,モ デル と対応 させ形式 的処理 を して一つの式 にまとめ る

ことにより,み んなの考えを ことばの式や公式にま とめて い くことがで きた とい う達成

感を味わわせ ることがで きた。

2研 究の課題

・ 高学年の段階で,式 のよさをよ り深 く味わえ るよ うにす るため には,低 学年 か ら,十

分 にモデル と対応 させて,そ れぞれの式をよみ,共 通点を発見す るよ うな活動 を取 り入

れてい く必要が ある。
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匹]図 形の性質を見 い出 し確かめる活動を通 して,
論 理 的 な 思 考 力 を育 て る指 導 の工 夫

1主 題設 定の理 由

小学校段階で論理 的な思考力 を育て る場合,い くつか の事例か ら一般 的な性質 や法則 を求

めてい く帰納 的な考え方 の場面が大切であ る。図形領域 において も,図 形の性質 を帰納的 に

見 い出す活動が数多 く行 われて いる。

しか し,図 形領域 における指導 を振 り返 ってみ ると,安 定 した位置にあ るもの ばか り取 り

上げた り,数 少 ない特定 の図形だ けを扱 った りす る指導が少 な くない。 このよ うな指導の結

果,特 定の図形 を調 べて分か った性質が本当 にそ うなのか他の図形で確かめた り,範 囲を広

げて調べた り しよ うとする態度が十分 には育 っていない。

そ こで,い くつかの図形 か ら見 い出 した性質が一般 的に成 り立っか どうかを確 かめ る活動

を重視 して論理的に考え る児童 を育 てたいと考え,上 記研究主題を設定 した。

II研 究のね らい

・問題解決の学習 におけ る 「図形の性質 を見 い出 し確 かめ る活動 」の具体像を明 らかにする。

・児童が 自 ら新たな課題を見付 け,根 拠 を基 に考えを広げていかれ るような学 習の展開 と指

導法 にっいて追究す る。

皿 研究 の仮説

図形 の性質を見 い出 し,そ の性質が どんな図形で も成 り立っか確か ある活動を重視 した指

導 を進 め ることによって,論 理的な思考 力が育 っ。

]v研 究 の内容

1論 理的な思考力 を育て るための,図 形学 習の展開

図形学習 の単元 の一般的 な学習過程を考えてみる と,ま ず,具 体 的な操作や仲間分 けな

どを行い,定 義 を知 り,性 質を調べ る。その とき扱 う図形 は限 られ た数で ある。発見 した

性質が,本 当にすべて の図形 に成 り立っ ことが納得で きるまで,児 童が 自ら確か める活動

が大切 にされて いる とは言え ない。

そ こで,単 元 の学習の展開の 中に,性 質を見い出 し,確 かあ る活 動を児童 自 らが行 う場

面を組 み込んで いきたい と考え た。帰納 的に性質や きまりを発見 してい くことは小学校高

学年の児童 の発達段階 にふ さわ しい活動であ り,し たが って,児 童に とって は楽 しく,意

欲的に学 習を進 ある ことので きる内容であ る。

本分科 会では,あ る範 囲で成 り立 った性質が,他 の図形で も成 り立つか広 げて 考え るよ

うな展開を

匝 壷 亟]■ ②傾 の発則 一 ③確かめ1一 ④性質の活用 一 〇 かめ2

とい う5段 階に して考えた。

そ して,こ のよ うに学習 を進 めて い くことで,帰 納的 な考え方 を中心 と して,類 推的,

演繹的な考え方 など論理的 な考え方を育ててい くことがで きると考え る。

この5段 階での活動 について,5,6年 の図形 の単元の事例を次の表に示す。
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学 習 の 展 開
5年

内 角 の 和

6年

拡大 図 ・縮図の作図

① レ 問題 に関睦 も・た り澗 剴 ・三角形・ 四筋 の敷 き1・ 次の図か ら・四角形の

輩1て 澗 題をとらえようとする嘆 黎 覧織ll隠 敷 脚 かき方
把

握

段 階

(で き るか な。 な ぜ だ ろ う。)

漫旺
性

質

の

発

見

②「驚 響 瑠 艦 瀞'同 じ辺同fをくつつけl

i出 す段階1四 つの角が剥

(あ れ も・ これ も洞 じだ・)l

l

に集 ま って い る よ うだ・i

:・ 三 つ の 角 で 直 線 に な っ ・

輩ー

ー

て い る よ うだ 。

・一 つ の 頂 点 を 決 め て辺

の 長 さを2倍,3倍 …

(1/2・1/3…)に す る

とか け そ うだ。

・四 つ 目の 頂 点 を決 め る

たあ に は対 角線 を ひ い

て,そ れ を2倍,3倍

…(1/2・1/3…)に す

る とか け そ うだ。

③

確

か

ー

た性 質が,代 表 と同種の図形

でも成り立っかどうかを帰矧

剃 的に調べ・まとある段階i

隠 んな三角形や聯 で も本i

l塘 蝉 が成り立つか劃

i_

●代表の図形を調べて見い鯛'他 の三角形・四角形で け 他の四角形で確鵬

もきま りが 成 り立 っ か,

調 べ る。

・三 つ ,四 っの 角 が い つ,

も一 点 に 集 ま って い る。

ミ
o

べ
ず

4

O

x

●

6

0

X

X

O

ム

o

バ

O

ヨ

一 っ の 頂点 を基 に拡 大

図 ・縮 図が か け る こ と

が 分 か った。

/

'

!

/

/
〆

!

ノ

区 と±ヒζ⊥
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④

性

質

の

活

用

・まとめた性質を使っ羅 藤 δ丙角の和は

i

た り,異 種の図形 に範囲を広

げて考えた りす る段階

(ま とあた性質を使 って考え る

とこんな ことが言えそ うだ。

また別の図形で もこんな性質

が成 り立 ちそうだ。)

たり瀬 たな瀕 観 咄 ♂

!
・ 四 角 形 の 内 角 の 和 は

36Q°

A
Fo

-.f.・
oj

」産 ≧←

・一 っ の 頂点 を共 通 に し

な くて も拡 大 図 ・縮 図

が か け るか。

⑤

確

か

め

2

・代表 と同種の図形 を調 べて見

い出 した性質が,代 表 と異種 ・

の 図 形 で も成 り立 つ か ど う'ice

調べる段階1

一'謙
箸交野の内角「詔 鷺 茜璽馳

;が かけることが分か っ

⑪ ⑦ 鵡
欄 の正否について根拠を基 ト どんな多角形でも対刷

にまとめ,説 明す る段階 線で三角形 に分ければ1

180・ の い く つ 分 でi

内角の和が分か る。

2指 導の工夫

(1)問 題及び学習計 画の工 夫

a.取 り組 む図形 を児童が選択す るなど,児 童 自身が学習

の進め方を考え,そ れを生かす ことがで きるよ う計画

を工夫す る。

b.操 作活 動を通 して,図 形 の性質を見 い出せ るよ うな問

題 を工 夫する。

② 図形 の性 質を見 い出す活動の工夫

c.操 作活動 や直観力 を基 に,帰 納的な考え方によ り性質

を見 い出す場面を設定す ると同時に,必 要 に応 じて性

質 を見付 ける視点を ヒン トと して与え られ るよ う用意

してお く。

d.見 い出 した性質を基 に,さ らに一般 的な性質 にまで高

めて いかれ るよ うな手立てを工 夫す る。

(3>見 い出 した図形の性 質を確かめる活動の工夫

e.ど のよ うな図形 の学 習で も,見 い出 した性質が 「代表

の図形」⇔ 「代表 と同種 の図形 」⇒ 「代表 と異種の図

形、へ と確かめなが ら拡張で きるよ う指導す る。

《具体例5年 内角の和》

a.ど の ような形だ と敷 き

詰め られ るか 自ら形 を

選択 して取 り組む。

b,指 導事例参照

c,指 導事例参照

d.三 っ の 角 が 合 わ さ る と

一 直線 に な る とい うこ

とは ど うい う こ とか 考

え るよ う助 言す る。

e.三 角形や 四角形以外の

図形 につ いて はどうな

のか問 いを もたせ る。
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f.見 い出 した性質が正 しいことを説明す る際,根 拠を も

つて考え,表 現で きるような場面を設定す る。 また,

見い出 した性質 を活用す る場面を設定す る。

V指 導事例

小単元 名 「図形の敷 き詰め と内角の和 」

指導計画(5時 間)

(1)

(2)

第1時

第2時

(本 時)

第3時

第4時

第5時

f.三 角形の内角の和を基

に して多角形 の内角の

和が何度 になるのか考

え る場 面を設定す る。

・合 同な三角形,四 角形を敷 き詰 める。

・敷 き詰 あの 中か ら図形の性質や きまりを見付 け る
。

・別の三角形,四 角形の敷 き詰 めで も見付けた性質や きまりが当て はまるか確か

める。

・見付 けた性質が五角形や六角形で も当てはま るか調べ る
。

・三角形 ・四角形の内角の和 を基 に,多 角形 の内角の和を求める。

・学習内容の適用 と習熟

(3)本 時の目標

・三角形 や四角形の敷 き詰めを基 に,図 形の性 質を発見す るとともに,三 角形や四角形が

敷 き詰 あ られ る理 由を考え ることがで きる。

(4)展 開

主 な 発 問 と 児 童 の 反 応 教 師 の 支 援

問

題

把

握

T 前の時間 に,三 角形,四 角形の敷 き

詰 めを しま したが,う ま く敷 き詰め

るにはどんな ことに気 を付 けま した

か。敷 き詰 め られた図形の きまりを

見付けま しよ う。

・前時の敷 き詰 めを想起 させ,敷 き詰

めのサ ンプルを見せ る。

¥/
＼ノ＼1＼ ＼/＼

友達 の発表 を確認 し,新 たに分か ること

や気付 くことを考えてみ ま しよ う。 ＼/＼ ノ

性

質

の

発

見

C同 じ辺 同士 を くっっ けると敷 き詰 め られ

る。

C同 じ辺で平行 にな って いる。

、 ＼ ノ ＼'ノ

・きまりを見付 けやす くす るための工

夫を考え るよ うに助言す る。

・同 じ辺 に同 じ色を付け るよ う助言す

る。

・一列 だ け に 目を向 け るよ う助 言 す

る。

・同 じ角 に同 じ記号を付 けるよ う助言

す る。

＼/＼/＼/1
1＼ ハ ・'、

C三 っ の 角 が 一 点 に 集 ま って い る。

C三 つ の 角 で 直線 に な って い る。
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性

質

の

発

見

確

か

め

ー

V v v 「

Xo

d

°lx

OV4 訟N
i 卜 卜 1＼

C四 角形 は四っの角が一点 に集 まってい る

X
△o●

T

C

C

C

T

C

C

気 付 いた こ とを 発 表 し,自 分 の図 形 で も

同 じよ うにな って い るか確 か め ま し ょ う。

ど こで も三 っ ・四 つ の 角 が集 ま って い る。

直 線 に な って い る所 が あ る。

三 つ の角 で180。,四 つ の 角 で360。 を

作 って い る。

別 の三 角形 ・四 角 形 で 敷 き詰 め を して 見

付 け た性 質 が 成 り立 っ か 確 か め ま しょ う。

や っぱ り成 り立 っ 。

直線 や360。 が で き る よ うにす る と敷 き

詰 め られ る。

・直線を作 ってい る部 分に 目を向 ける

よ う助言す る。

・三角形 と四角形 を比 べなが ら共通点

や違 いを見付け るよ うに助 言す る。

・左記以外 に発見 した図形の美 しさな

どにつ いて も認めてい く。

・どの部 分 で も成 り立 っ こ とを確 か あ

るよ うに助 言 す る。

・どん な三 角形 ・四 角 形 で も成 り立 つ

こ とを言 うに は,も っ とた くさん 調

べ なけ れ ば な らな い こ と に気付 くよ

うにす る。

VI研 究の成果 と今後 の課題

1研 究の成果

(1)単 元の導入場 面を工 夫 し,性 質を見 い出す活 動を取 り入れた ことによ り,明 確 なね ら

いを もった操作活動が で きた。 その ことで,児 童が自 ら見付けた課題 を追究す るという

問題解決への意欲 が持続 させ られ た。

(2)性 質を見 い出 した り確かめた りす る活動の中で,帰 納的な考え方 をする経験が豊か に

な った。 さ らに,見 い出 した性質 を基 に,よ り発展 的に考え ようとす る積極 的な姿勢が

見 られ るようにな った。

(3)確 かめ る活動を重視す ることによ り,自 ら発見 した ことの根拠を追究 した り,筋 道立

てて説明 した り しよ うとす る姿が見 られ るようにな った。 この ように して論理的 な思考

力が育 って きてい ることか ら,こ の学習の流れが有効で あ った と考え る。

2今 後の課題

(1)本 研究で取 り上げた学 習の流れが,他 の学年(高 学年以外)で の図形学 習において も

有効 に働 くか どうかを研究 して い く必要があ る。 ◎

② 確かめた性質を基に,さ らに発展 的に次への課題を見付 ける際 に,い くつかの学習の

展開が考え られ る。 その場合 の教師の役割 については今後の課題であ る。
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